
ゆるく・たのしく・コストをかけずにをモットーに業務の効率化や職員の有給取得を推進している。取組みを始
めた当初は、サービスの低下など保育への影響が懸念されたが、業務効率化による時間の創出と、休暇取得によ
る⼼のゆとりが、⼦どもたちへのより丁寧な関わりを可能にし、結果として保育の質の向上につながっている。
保育業界でこの取組が増えることを願っている。

休み⽅改⾰ 優良事例紹介②

認定こども園野⽥学園幼稚園（⼭⼝市・教育、学習⽀援業）

休憩・休暇体制の整備

〇休憩室の整備
保育教諭がこどもと⼀緒に⾷事をとることをやめ
た。昼休憩をしっかり取得することができるように
なり、業務にメリハリがつけられるようなった。
休憩室には、マッサージチェアやテレビ、雑誌等
を整備し、休憩だけに特化した空間へ。常に⼦ども
と⼀緒で休む時間がないといわれる保育教諭の勤務
環境を⼤幅に改善した。

〇ユーモラスな休暇制度の導⼊
「おやすみどーぞくん（全員）」「おやすみどー
ぞ３（３０歳以上）」「あなたのメモリアル休暇」
など、休暇に独⾃のネーミングをつけることにより、
職員がいろいろなライフスタイルにあわせて⾃由に
休みを取りやすい雰囲気をつくっている。
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従業員数 ７３⼈

分業制の導⼊

掃除や園庭整備等は園務員が⾏い、保育の準備は
⼦育て⽀援員が⼿伝うようにした。免許がなくても
できる仕事を別スタッフに分担してもらうことで、
保育教諭は⼦どもに向き合う教育活動に専念できる
ようになった。

主な取組内容

業務改善・効率化

〇職員アンケートの実施
年２回、職員に「こうだったらいいなアンケー
ト」を実施している。⼩さな気づきやねがいを気軽
に報告できるようにしたことで、全員が⾃主的に業
務改善や環境整備を⾏うようになった。

〇多様で柔軟な働き⽅
保育現場は⼥性が多い。⼥性はライフステージが
働き⽅に⼤きく影響するため、希望に応じて雇⽤形
態の変更は柔軟に対応している

〇17時以降の会議の禁⽌
定時で帰りやすい雰囲気づくりのため、業務時間
外のちょっとした打合せや少⼈数での会議などを基
本禁⽌にした。

⼦どもも⼤⼈もワクワクする幼稚園

企業概要


